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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．は じめ に

　 日本 の 大都市 に お け るNO　x やauな どに よ る 大気汚染は 、大

型 デ ィ
ーゼル 車の 寄与率 が高 く、そ の対策が早 急に 求め られ

て い る
（1）。ジメ チ ル エ

ー
テル （以 下DME）は そ の 低公 害性か ら、

デ ィ
ーゼ ル 自動車用の ク リ

ー
ン 燃料 として 期待され て い る。

　筆者 らは、世界初 とな る車両総重量 20t 級の長距離 ・高速

輸送用大型 DME トラッ ク を開発 した。こ こで は、本車両 に搭

載 し た DME エ ン ジ ン の 開発 につ い て 報告する。

　 　　 　 　　 　 　　 2．開発 目標

開発車 両に搭載 した DIIEエ ン ジ ン の 開発 目標 を以下 に示 す。

排 出ガ ス 　 ：Ne　x ＝ 0．5g／kWh 以 下 （新長期規制値の 1／4）

　　　　　 PM ≒ 0．　Og／kWh　Gま曇望ゼ ロ ）

　　　　　 00＝2．22g／kWh以下 噺 長期規制値）

　　　　　 NMHC＝0．17g／kWh以下 （新長期規制値）

燃費
・
出力 ：べ 一

ス デ ィ
ーゼル エ ン ジン と同等

　　　　　　　　 3．  エ ン ジン の 開発

　DME エ ンジ ン の 主要諸元 を 表 1 に示 す。大型 トラ ッ ク搭 載用

と して の 動力性能を確保する た め、ボア 108mm 、ス トロ ーク

126m、排気量 6．9L の 直列 6 気筒 タ
ー
ボ ・イ ン タークーラ式

ディ
ーゼル エ ンジ ン をベ ー

ス と した。

転領 域が 制限 され るため、定格回 転数 に おい て 、燃 料噴射 時

期 を
一
定と し、各燃料噴射圧 力 に よる トル クと排気温度の 関

係 を調査 した。 排気 温度限界内で 貝標出力レ ベ ル を確保す る

ためには、38MPa程 度の 燃料嘆射 圧が必要で あ っ た。
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3．・1． mE エ ン ジン の 燃焼系開発

　（1）燃料噴射圧力

　 燃焼 系開発 に あた り、各 運転領域 にお い て 、燃 料噴射圧 力

が 燃 焼 に及 ばす影 響 を調査 した。コ モ ン レ ール 式 噴射 シ ス テ

ム を使用 し、燃 料噴射圧 力 を 19 か ら 38MPa の 範囲で 変更した。

低速 ・高負荷 運転領域 で の 試験結果 を図 1 に示す。低 NOx領

域 で は、燃 料噴射圧 力が低 い ほ うが CO、　THCの 悪化が少な く、

19MPaの燃料 噴射圧が最適 で あっ た。

　
一方、高速運転領域で はタービ ン入 口 の排気温 度に よ り運

2005 年 11 月 25 目 目本機会学会埼玉 ブ ロ ッ ク大会講演会

1）H産 ディ
ーゼル エ 業（株）（362−8523 埼玉 県上尾市大字 1−1）

2）（独〉交通安全 卿竟研究所（182−0012 東京都調布市深大寺東町

　 7−42−27

　（2） ノ ズル 噴孔 数

　ノズ ル噴孔 数が燃焼に及 ぼす影 響 を 調査 した 結果 を図 2 に

示 す。低速運 転領域で は、噴孔 数の 増加 に よ る CO．と燃 費の 改

善が大 きい が、高速運 転領城で は、こ の 傾向は逆転す る。こ

の こ とか ら、低速か ら高速での 性 能 の バ ラン ス を考慮す ると、

6噴孔 ノ ズル が 最適と考え られ る。

3．2，　車両搭載用噴射シ ス テム

　（1） ジャ
ー

ク式噴射シ ス テ ム の 適用

　DMEエ ン ジ ン は、低 速運転領 域で 高圧噴射 の 必 要が な く、高

速運転 領域で も 38MPa 程 度の 噴射 圧力 で 良い こ とが分 か っ た。

そ こ で 、 車 両搭載用 エ ン ジ ン に は、ジャ
ー

ク式 噴射シ ス テ ム

を採 用 した tz）。

日本 機 械学 会 ［No．050−5ユ関東支部第t回埼玉 ブロ ック大会 （講演会 ）講演論文集 （
「
05．11．25，さい たま市 ）

一 23一

N 工工
一Elettronio 　Library 　



The Japan Society of Mechanical Engineers

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Meohanioal 　Engineers

　 1000

　 800

夏 6。。

品

84 °°

　 200

　 　 0

［
』

≧
迷「
Σ］
9
国

的

竺

12ll

10

9

　 　 1080rpm 　　　　l620rpm 　　　　2700q ）m

　 　 6501Nm 　 　 　 　 　 675Nm 　 　 　 　 　 560N 際

Fig．2　infiuetice　ofnozZie 　hole　number

　（2） ジ ャ
ーク式 噴射シ ス テ ム に よ る燃焼特性

　図 3 に DME エ ン ジ ン とべ 一
ス の デ ィ

ーゼ ル エ ン ジ ンの NOx

と 00、軽油換 算燃費 の トレ
ー

ドオ フ特性を示す。デ ィ
ーゼ ル

エ ン ジ ン は噴射 時期遅延 に よ るNOx低減限 界が 4g／kWh付近 で

あるが、DME エ ン ジ ン は極端 な燃 費の 悪化 が な く、3．6g／kWh

付近 まで NOx を低 減す る こ とが可能 で あ る。
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3．3．排出ガ ス 低減技術

　DMEエ ン ジンは 排気ガ ス 中にス ス を 含まない 。この 特徴を活

か し、タ
ーボチ ャ

ージャ
・タ

ー
ビ ン 入 口 の 排気 マ ニ ホ

ー
ル ド

よ り取 り 出 した 排気ガ ス を タ
ーボ チ ャ

ージャ の コ ン プ レ ッ サ

上流に戻す大量 EGR シ ス テ ム を採用 した。

　 さ らに、DME を還元剤 とす る吸蔵 還元触 媒 シ ス テ ム を採 用 し

た   （4）。

　EGR お よ び吸蔵還元 触媒 に よる排 出ガ ス 達成値 を図 5 に示

す。各排 出ガス 成 分 と もに 目標 レ ベ ル を ク リア す る こ とが で

きた。
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（3）   エ ン ジ ン の 動 力性能

　 図 4 に車載 用 DME エ ン ジ ン の 動力性 能 を示 す，　 DME エ ン ジ

ン は 黒煙排 出 に よる運転領 域 の 制 限がない ため、低速運転領

域で は、べ 一ス の デ ィ
ーゼ ル エ ン ジ ン に対 して大 幅 な トル ク

ア ッ プが可能で ある。
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　 　　 　 　　 　 　　 　 　 5．ま とめ

・ベ ース エ ン ジ ン と比較 し、同等以上 の 動 力性 能 を達 成 し た。
・EGR と触 媒の 適用 に よ り、排 出ガ ス の 目標値 をク リア した。
・DME 車 は べ 一ス 車 と同等 の 動 力性 能で あ る。
・実路環境下での 機能や 実用性、僣頼性 ・耐 久性等 の 評価

・

調査 が必 要 で あ る。

　本研 究 開発は、国± 交通省の 「次 世代低公 害車 開発促進 プ

ロ ジ ェ ク ト」
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環 と して 実施 した。本研 究 開発 に あ た り、

協力頂い た 関係 各位 に 対 し感謝 の 意を 表 します。
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